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セッション表

2016年 11月 19日 (土) [会場: 山口大学常盤キャンパス]
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2016年 11月 20日 (日) [会場: 山口大学常盤キャンパス]
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○会場配置 

 会場ࡿ࡞࡜山口大学 常盤キャンパࢫ D講義棟ࡢ会場 
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○各部屋ࡢパネࣝ配置 

࣭一部屋࡟ 10枚ࡢパネࣝを設置し࡚いますࠋ 

࣭発表者ࡢ方ࡣ最大࡛ 18人ࡾ࡞࡟ますࠋ 

࣭発表番号 1桁目ࣝ࢔ࡢフ࣋࢓ットࡀ Aࡢ方ࡣテクニカࣝプࣞゼンテ࣮ࢩョン Aࡢ時間

ョンࢩテクニカࣝプࣞゼンテ࣮ࡣ方ࡢBࠊ࡟ Bࡢ時間࡟発表し࡚いࡁࡔࡓますࠋ 

࣭発表番号 2桁目ࡢ数字ࡀ ࡣ方ࡢ1 D23講義室ࡢ2ࠊ方ࡣ D24講義室ࡢ3ࠊ方ࡣ D33講

義室ࡢ4ࠊ方ࡣ D34講義室࡛発表し࡚いࡁࡔࡓますࠋ 

࣭テクニカࣝプࣞゼンテ࣮ࢩョン A࡜テクニカࣝプࣞゼンテ࣮ࢩョン Bࡣ会場ࡀ共通࡞

 ࠋますࡾあࡀく必要ࡔࡓ替え࡚いࡾタ࣮を貼ࢫポࠊめࡓ

࣭D12講義室࡟ポࢫタ࣮保管所を用意し࡚います19ࠊ࡛ࡢ日ࡢポࢫタ࣮発表終了後ࠊ翌

日ま࡛ポࢫタ࣮を預け࡚いࡔࡓくこࡁ࡛ࡀ࡜ますࠋ 

 

 

 

※次ࠊࡽ࠿ࢪ࣮࣌各部屋ࡢ詳細࡞配置を掲載し࡚いますࠋ 

 各部屋ࡢ図ࡣ以下ࡼࡢう࡟パネࣝ࡜発表者ࢫ࣮࣌ࢫを示し࡚いますࠋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○テクニカࣝプࣞゼンテ࣮ࢩョン A ポࢫタ࣮配置 

 

 

 



 

 

 

 



○テクニカࣝプࣞゼンテ࣮ࢩョン B ポࢫタ࣮配置 

 
 

 



 
 

 



前ࡢースࣈ最低限，ࡣ࡜コアタイムを設け࡚います。コアタイムࡢ下記ࢀࡒࢀࡑ，࡟࡜ࡈースࣈ

，࡟ようࡿけࡔࡓンテーションを見࡚いࢮࣞࣉࡢ発表者ࡢ他ࡶ発表者，ࡾく時間࡛あࡔࡓ立っ࡚い࡟

TP 比較的広いスペースを用い࡚，ࡵࡓࡢࡑ。し࡚います࡟時間帯ࡿ࡞異࡟࡜ࡈ時間内࡛発表者ࡢ

発表頂くࡁ࡛ࡀ࡜ࡇます。࡞お，コアタイム外࡛ࡶ発表を行うࡁ࡛ࡀ࡜ࡇます。 

  

■テクニカࣝࢮࣞࣉンテーション A：11月 19日 (土) 14:15～15:30 

                 11月 20日 (日) 11:00～12:15 

 

■テクニカࣝࢮࣞࣉンテーション B：11月 19日 (土) 15:45～17:00 

                 11月 20日 (日)  9:30～10:45  

 

 

◆一般ࣙࢩࢵࢭン 

101㸬電力ᕤ学 

A1-01 落㞾ࡿࡼ࡟風力発電ࡢࢻ࣮ࣞࣈ破損࣓࣒ࢬࢽ࢝ 

○㔝津 瑞季, 山崎 ᝆ希, 箕⏣ 充志 (ᯇỤᕤ業高等専門学校) 

発表᪥：両᪥ 

 

A1-02 風力発電用ࣞࡢࢱࣉࢭ開発 

○秋庭 美結, 目ḟ ⏤祐, 箕⏣ 充志 (ᯇỤᕤ業高等専門学校), ୖ㔝 敏之 (島根産業技術ࢭン࣮ࢱ) 

発表᪥：両᪥ 

 

A1-03 風車ࡢࢻ࣮ࣞࣈ沿面ᨺ電特性࠾࡟けࡿ FRPᯈ形状ࡢᙳ響 

○高橋 ࠿࡝ࡢ, 箕⏣ 充志 (ᯇỤᕤ業高等専門学校) 

 発表᪥：両᪥ 

 

B1-01 風車ࡢࢻ࣮ࣞࣈ沿面ᨺ電࠾࡟けࡿ黄砂ࡢᙳ響 

  ○山根 智哉, 手島 朋祐, 箕⏣ 充志 (ᯇỤᕤ業高等専門学校) 

 発表᪥：両᪥ 

 

 

B1-02 需給ไ御࠾࡟ࣕࢪ࣮ࢿ࣐けࡿ前᪥࣭࣒ࣜ࢖ࢱࣝ࢔ኴ陽ග発電㔞予測手法 

 ○伊澤 靖᫭, 朝⏣ ග㞞, బ々木 豊, 餘利㔝 直人, 造賀 芳文 (広島大学) 

発表᪥：両᪥ 

 



B1-03 広域系統ࣔࣝࢹをᑐ象ࡓࡋ࡜動的経῭負荷配分法 

 ○鶴見 俊哉, 岡㔝 尚輝, బ々木 豊, 餘利㔝 直人, 造賀 芳文 (広島大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

103㸬ࣃワ࣮ࢫࢡࢽࣟࢺࢡ࢚ࣞ 

A1-04 ኴ陽ග発電࠾࡟࣒ࢸࢫࢩけࡿไ御部࡜ SOMࡿࡼ࡟最大電力ไ御法ࡢ開発及ࡧ検討 

○青山 正樹, ᶒ⏣ 英ຌ, 宮⏣ 仁志, 石倉 規㞝 (米子ᕤ業高等専門学校) 

 発表᪥：両᪥ 

 

A1-05  400W⣭ LED投ග器駆動電源࠾࡟けࡿ広範囲電流ไ御ࡢ実験検証 

○片元 優ኴ, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦 (山ཱྀ大学), 岡本 昌幸 (宇部ᕤ業高等専門学校), 矢⏣ 智春 (新᪥本無線株

式会社) 

発表᪥：両᪥ 

 

A1-06 磁場電流波形品質改善࡟関わ࣒࢖ࢱࢻࢵࢹࡿ補償ࡢ一考察 

○飯塚 ᐉ仁, 渡㑓 修἞ (ᯇỤᕤ業高等専門学校) 

発表᪥：両᪥ 

 

A1-07  振動発電࡟用いࢰ࢚ࣆࡿ素子ࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡢンࣔࡢࣝࢹᵓ築 

○高ᮧ 賢弥, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦 (山ཱྀ大学), 岡本 昌幸 (宇部ᕤ業高等専門学校), 矢⏣ 智春, 藤原 宗 (新᪥

本無線株式会社) 

発表᪥：両᪥ 

 
A1-10 Dual Active Bridge ࢥンࢱ࣮ࣂを用いࡓ 1kW⣭ LED投ග器駆動電源ࡢ LED電流ไ御 

○山中 ᝆ広, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦 (山ཱྀ大学), 岡本 昌幸 (宇部ᕤ業高等専門学校) 

 発表᪥：両᪥ 

 

A1-11  AC/DC 兼用回路をᦚ載ࡓࡋ船⯧用 LED 投ග器ࡢ検討 

 ○୕谷 ᙲ, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦 (山ཱྀ大学), 岡本 昌幸 (宇部ᕤ業高等専門学校) 

 発表᪥：両᪥ 

 

A1-12 永久磁石ྠ期電動機ࡢ高回転఩置ࢭンࢫࣞࢧไ御ࢺࢫࣂࣟࡢ性࡟関ࡿࡍ研究 

 ○ྜྷ㔝 賢人, 花本 剛士 (九ᕞᕤ業大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B1-04 磁界共鳴ࡿࡼ࡟ワࢫࣞࣖ࢖給電ཷࡢ電回路࠾࡟けࢱࢩࣃࣕ࢟ࢺࢳࢵ࢖ࢫࡿを用いࡓ送電効率ࡢ改善 

 ○西海 賢二, ᖹ木 英἞, 梅谷 和弘 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 



 

B1-05 2ࢪ࣮ࢸࢫ型 AC-DCࢥン࢖ࣛࢫࣂࡢࢱ࣮ࣂンࢥンࢹンࢧᑠ型໬ࡢࡵࡓࡢ入出力電力ࣛࣂン࡟ࢫ着目ࡓࡋไ御方法

 提案ࡢ

 ○尾﨑 ༟也, 梅谷 和弘, ᖹ木 英἞ (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B1-07 ࣒࢘ࢽ࣑ࣝ࢔薄膜ࡢ選択的誘ᑟຍ熱࠾࡟けࡿຍ熱ࣝ࢖ࢥ௙様検討 

 ○長谷 拓朗, 梅谷 和弘, ᖹ木 英἞ (岡山大学) 

 発表᪥：両᪥ 

 

B1-08 電気自動車を用いࢻࢵࣜࢢࢺ࣮࣐ࢫࡓ用ࡢᑠ型཮方向絶縁ࢥンࡢࢱ࣮ࣂ開発 

 ○大⏿ 奨┿, 梅谷 和弘, ᖹ木 英἞ (岡山大学) 

 発表᪥：両᪥ 

 

B1-09 LED照明ࡢ駆動を目的࣮ࣜࢸࢵࣂࣝ࢖ࣂࣔࡓࡋ࡜付ࡁ⊂立駆動型ኴ陽ග発電࣒ࢸࢫࢩ 

○堀 昂ᖹ, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦 (山ཱྀ大学), 岡本 昌幸 (宇部ᕤ業高等専門学校) 

発表᪥：両᪥ 

 

B1-10 周㏿比ไ御を適用ࡓࡋᑠ容㔞風力発電࣒ࢸࢫࢩ用 PCS ࡢ保護機能ࡢ検討 

○成定 భ樹, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦 (山ཱྀ大学), ⏣ᮧ 智弘, 山⏣ 誠἞ (山ཱྀ県産業技術ࢭン࣮ࢱ), 岡本 昌幸

(宇部ᕤ業高等専門学校)  

 発表᪥：両᪥ 

 

B1-11 可変周㏿比ไ御を適用ࡓࡋᑠ型風車を用いࡓ⊂立型風力発電࣒ࢸࢫࢩ 

 ○谷ཱྀ 大騎, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦 (山ཱྀ大学), 岡本 昌幸 (宇部ᕤ業高等専門学校) 

 発表᪥：両᪥ 

 

B1-12 ࣜ࢜࢖࣒࢘ࢳン電ụࣔࣝࢹを活用ࡓࡋ UPSࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩࡢンࣔࣝࢹ 

 ○清水 健௓, 山⏣ 洋明, ⏣中 俊彦(山ཱྀ大学), 岡本 昌幸 (宇部ᕤ業高等専門学校) 

発表᪥：両᪥ 

 

104㸬ࣟࢫࢡ࢕ࢸ࣎ 

A1-13 ࡾࡘ輪運動中ࡢ関節ࡀࢡࣝࢺ㔜心ຍ㏿ᗘ࡟与えࡿᙳ響 

 ○௒井 秋௓, 山崎 大河 (岡山県立大学), 山脇 恭二 (岐阜大学), 忻 欣, 泉 晋作 (岡山県立大学) 

 発表᪥：両᪥ 



 

B1-13 静的最適໬を用いࡓ 2種類ࡢ筋活動ࡢ推定手法ࡢ精ᗘ比較 

 ○岡本 恵㔛子, 山崎 大河, 忻 欣, 泉 晋作 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

105㸬計測࣭ไ御 

A1-14 ప࣮ࣞࣄࢥンࡿࡼ࡟࢕ࣇࣛࢢࣟ࣍ࣝࢱࢪ࢕ࢹࢫ多層塗膜ࡢ解析 

 ○岡⏣ 和樹, ᶓ⏣ 正幸 (島根大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A1-15 未知࡞非線形動力伝達要素を含ࡴ連成振動系ࡢไ御 

 ○竹中 康一郎, ᑠ㔝 貴彦 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A1-16 後続車両ࡢ発進࡟ᙳ響を与え࡞い新ࡋいࣈ࢖ࣛࢻࢥ࢚法 

 ○ྜྷᮧ 大二郎, 齊藤 充行, 脇⏣ ⯟, ᑠ林 康秀 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A1-17 能動ไ御࢚ࡿࡼ࡟ンࢪン回転変動࡟ᑐࡿࡍ 追従性能向ୖ手法ࡢ検討 

○荒槇 純裕, 石ග 俊௓ (広島市立大学), 滑ᕝ 恵௓, 高木 俊尚, ྜྷ⏣ 一紀, 千㔝 貴礼, 鈴木 健ኴ (࢟ࢬࢫ株式

会社) 

発表᪥：両᪥ 

 

B1-14 人ࡢ好࡟ࡳ応ࡓࡌ音質ไ御ࡢࡵࡓࡢ基礎検討 

○ᮧ井 研ኴ, 石ග 俊௓, 荒槇 純裕 (広島市立大学), 高木 俊尚, 千㔝 貴礼, ྜྷ⏣ 一紀, 鈴木 健ኴ (࢟ࢬࢫ株式

会社) 

発表᪥：両᪥ 

 

B1-15 ㏿ᗘ変໬࡜操⯦࡟ᑐ応ࡓࡋ車両ࣔࡢࣝࢹ自動運転࣒ࢸࢫࢩへࡢ適用可能性ࡢ検証 

○୕浦 大輝, 齊藤 充行, 脇⏣ ⯟, ᑠ林 康秀 (広島市立大学), 市本 貴宏 (ࣗࢩࢵ࣎) 

発表᪥：両᪥ 

 

B1-16 関節間༠調ࡢ連続的࡞変໬を考慮ࡓࡋ鉄棒運動ࡢไ御ࣔࣝࢹ 

 ○岡本 భኴ, 山崎 大河, 忻 欣, 泉 晋作 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 
 
 



B1-17 ࠾࡟ࢻ࣮ࣖࣜࣅけࡿ球ᗙ標ࡢ補正法 

○中島 ⯟, 片山 優 (ᯇỤᕤ業高等専門学校) 

 発表᪥：両᪥ 

 

B1-18 最適࣮࣎ࢧไ御を用いࡓ spin回避࢘࢝ࡢࡵࡓࡢン࢔ࢸࢫ࣮ࢱ操作ࡢ実現 

 ○福島 ᝆ斗, 齊藤 充行, 脇⏣ ⯟, ᑠ林 康秀 (広島市立大学) 

 発表᪥：両᪥ 

 

106㸬電磁波ᕤ学 

A2-18 ࢖࣒ࣛࢥン型ࡢ金属෇柱࡛ᵓ成さࡿࢀ二ḟ元負屈ᢡ率媒質࡜特性測定 

 ○ᮧ⏣ ┿成, 久保 洋, 山本 綱之 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-19 再現性ࡢ良い共振器結ྜ型無線電力伝送࣒ࢸࢫࢩ用共振器ࡢ作製࡟関ࡿࡍ検討 

○原⏣ 慧吾, ᮧ岡 義泰, 堀⏣ 昌志, 羽㔝 ගኵ (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-20 軸ࢀࡎを伴う共振器結ྜ型無線電力伝送࠾࡟࣒ࢸࢫࢩけࡿ伝送効率పୗࡢ改善࡟関ࡿࡍ検討 

 ○௒ᮧ 優, 堀⏣ 昌志, 羽㔝 ගኵ (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-21  UWB࢔ン࢖ࣞ࢔ࢼࢸ用ࢳࢵ࢖ࢫンࡢࢫࢡࣜࢺ࣐ࢢ開発 

   ○桑㔝 భ樹, ࣮ࣜࣇ࢔ ࣜࣁࢬ࢔ン, 宋 ⯟, ྜྷᕝ බ麿(広島大学 ࢜࢖ࣂ࣭ࢫ࢖ࣂࢹࣀࢼ融ྜ科学研究ᡤ),  

肖 夏 (ኳ津大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-22 ᢡࡾ⣬࣓࡜ࣝ࢔ࣜࢸ࣐ࢱ銀ࣀࢼ粒子༳ๅ技術を用いࣝࣈࢼ࣮ࣗࢳࡓ電波吸཰体ࡢ作製 

 ○୕㔝 喜紀, 石ᕝ 篤, 藤森 和博, 鶴⏣ 健二 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-23 ཯ᖹ行࡟磁໬さࡓࢀᕥ手系ࢺ࢖࢙ࣛࣇᑟ波管ࡢࡵࡓࡢ磁気回路ࡢ設計 

○安達 ኴ一, 大久保 賢祐, 岸原 充佳, 滝本 裕則 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 



B2-19 角ᗘࢀࡎを᭷ࡿࡍ共振器結ྜ型無線電力伝送ࡢ࣒ࢸࢫࢩ 伝送特性࡟関ࡿࡍ基礎研究 

 ○杉⏣ 大地, 堀⏣ 昌志, 羽㔝 ගኵ (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B2-21 遮断 TM࣮ࣔࡿࡼ࡟ࢻᕥ手系ᑟ波管ࡢ偶࣭ወ࣮ࣔࢻ఩相定数ࡢ解析 

○大久保 ᨻ一, 岸原 充佳, 大久保 賢祐, 滝本 裕則 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B2-22 RF-DC変換回路ࡢ効率を最大໬ࡿࡍ最適࡞特性࢖ンࢲ࣮ࣆンࡢࢫ検討 

 ○ᶓ山 幸仁, 藤森 和博 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B2-23 ෇形配列を目的ࡓࡋ࡜変形࣒࣮ࣝࣗࢩࢵ࣐ᵓ造を用いࡓ CRLH線路ࡢ分散特性 

 ○బ貫 豪, 藤森 和博 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 

107㸬電波ᕤ学 

A2-24 地ୖࣝࢱࢪ࢕ࢹᨺ送࠾࡟けࡿ᪥本࡜韓国ࢳ࣮࣮ࣜࣂ࣮࢜ࡢࡽ࠿ᖸ΅ࡢ季節特性 

 ○谷山 曙多朗, 新 浩一, 西 正博 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-25 車周辺࠾࡟けࣅࣞࢸࡿᨺ送波を用いࢺࣄࡓ検知ࡢ࣒ࢸࢫࢩ特性評価 

 ○百⏣ ග希, 新 浩一, 西 正博 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 

B2-24 ໭極圏࡚࡟観測ࡓࡋ複数局ࡢࡽ࠿MF帯ᨺ送波ࡢ伝ᦙ特性 

 ○菅原 正伍, 新 浩一, 西 正博 (広島市立大学) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

 

B2-25 ࢔ン࢖ࣞ࢔ࢼࢸ回転移動ࡿࡼ࡟乳癌࢓ࣇンࡢ࣒ࢺ共焦点画像 

○漆間 ኴ一, Hang Song, ྜྷᕝ බ麿 (広島大学࢜࢖ࣂ࣭ࢫ࢖ࣂࢹࣀࢼ融ྜ科学研究ᡤ), Xia Xiao (ኳ津大学) 

 発表᪥：両᪥ 

 



108㸬環境電磁ᕤ学 

A2-26 人体ࡢ電磁ࢬ࢖ࣀを用いࡓ㞳床前動作検知ࡢ࣒ࢸࢫࢩ評価 

 ○ⱝ⊃ 優貴, 新 浩一, 西 正博 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

109㸬超電ᑟᕤ学 

A2-27 YBCOࣉ࣮ࢸ線ᮦを用いࡓ超伝ᑟࣃࣝࣈࢲンࡢࣝ࢖ࢥ࣮࢟ࢣ電流㸫電圧特性ࡢ検討 

○高橋 絢哉, 齊藤 ᫭భ, 廣瀬 一己, 原⏣ 直幸 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B2-26 Bi-2223ࣉ࣮ࢸ線ᮦを用いࡓ超伝ᑟࡢࣝ࢖ࢥ設計検討(Ⅱ) 

○張 馨᭶, 濱崎 紀宇, 原⏣ 直幸 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

110㸬ග波ᕤ学 

B2-27 波面整ྜ法ࡢ性能評価 

○金築 陽ኴ, 神宮寺 要 (島根大学) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

B2-28 誘電体多層膜ࡢᵓ造最適໬ࡿࡼ࡟᪥中ᨺ射冷却ࡢࢫ࢖ࣂࢹ設計 

○須一 貴啓, 石ᕝ 篤, 鶴⏣ 健二 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

203㸬LSI 

A2-29 超広帯域࢖ンࢲ࣮ࣆンࢳࢵ࣐ࢫンࢢ回路ࡢ評価 

○瀬尾 裕二, ྜྷᕝ බ麿(広島大学 ࢜࢖ࣂ࣭ࢫ࢖ࣂࢹࣀࢼ融ྜ科学研究ᡤ), 外谷 昭洋 (࿋ᕤ業高等専門学校), 

発表᪥：両᪥ 

 

206㸬電子ᮦ料ᕤ学 

B2-29 乳ᡣ࢓ࣇン࣒ࢺ複素誘電率ࡢ周波数依存性 

○బ藤 ග, 宋 ⯟, ྜྷᕝ බ麿 (広島大学࢜࢖ࣂ࣭ࢫ࢖ࣂࢹࣀࢼ融ྜ科学研究ᡤ), Xia Xiao (ኳ津大学), ୕宅 亮 (東

京大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 



207㸬超伝ᑟᕤ学 

B2-30 SQUID磁気ࢭンࢧを用いࡓ配管ࡢ超音波ࢻ࢖࢞波検査 そࡢ 1 

○寺西 祥汰, 増谷 夏輝, ᨻ本 健, 兼永 翔矢, 廿᪥出 好 (近畿大学) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

210㸬電子そࡢ௚ 

A2-30 ࢱ࣮ࣞࢯ࢖࢔ࣝࢱࢪࢹ用空心ࣛࢺࣟࢡ࢖࣐ンࡢࢫ最適寸法࡟関ࡿࡍ一考察 

○砂場 湧哉, 菅原 聡 (福山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

301㸬通信ᕤ学 

A2-31 ග ZCZ系列ࢺࢵࢭを用いࡓග無線MIMO通信方式࡟関ࡿࡍ検討 

○中ᮧ 亮ኴ, ᯇ元 隆博, 井⏣ ᝆኴ, ᯇ藤 信哉 (山ཱྀ大学), 鳥井 秀幸 (神ዉᕝᕤ科大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-32  LEDを用いࡓග無線通信ࡢ伝送特性ࡢ検証実験 

○安達 奨, ᯇ元 隆博, 井⏣ ᝆኴ, ᯇ藤 信哉 (山ཱྀ大学), 鳥井 秀幸 (神ዉᕝᕤ科大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-33 移動᫬࠾࡟けࡿග ZCZ-CDMA方式ࡢ伝送実験࡜そࡢ性能評価 

○㔝ᮧ 浩輝, ᯇ元 隆博, 井⏣ ᝆኴ, ᯇ藤 信哉 (山ཱྀ大学), 鳥井 秀幸 (神ዉᕝᕤ科大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A2-34 可視ග通信࠾࡟けࡿ通信可能距㞳ࡢ向ୖ࡟関ࡿࡍ一検討 

○山本 㞞之, 荒井 剛, 稲井 寛 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 

A2-35 非線形ࡳࡎࡦを考慮ࡓࡋ OFDM信ྕ࢔ࣜࣕ࢟ࣈࢧࡢ間隔࡟関ࡿࡍ検討 

○㢠⏣ 敏充, 荒井 剛, 稲井 寛 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B2-31  Bent型 ZCZ符ྕを適用ࡓࡋ CDMAࡢ性能評価 

○బ伯 透┿, ᯇ藤 信哉, ᯇ元 隆博, 井⏣ ᝆኴ (山ཱྀ大学) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 



 

B2-32  Bent型 ZCZ符ྕࡢ性質ࡘ࡟い࡚ 

○亀㔝 ᫭弘, 井⏣ ᝆኴ, ᯇ元 隆博, ᯇ藤 信哉 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

B2-33 㞽相関༊間 2zを᭷ࡿࡍග ZCZ系列ࡢ符ྕ発生器ࡢᵓ成ࡢ検討 

○大ᖹ 康᪦, ᯇ元 隆博, 井⏣ ᝆኴ, ᯇ藤 信哉 (山ཱྀ大学), 鳥井 秀幸 (神ዉᕝᕤ科大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B2-34 ࣂࢳ࣐ࣝン࠾࡟࣒ࢸࢫࢩࢻけࡿ雑音ไ御信ྕࡿࡼ࡟帯域外雑音ప減効果 

○音地 純ᖹ, 冨㔛 繁, ୖ原 一浩 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B2-35 可視ග通信用 LED࠾࡟けࣙࢩ࣮ࢺࢫ࢕ࢹࣜࣉࡿンࡿࡼ࡟非線形性ࡢ改善 

○近森 ኴ洋, 熊谷 貴明, 冨㔛 繁, ୖ原 一浩 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

302㸬ࢺࢵࢿワ࣮ࢡ 

A3-36 Raspberry Piࢭ࡜ン࡛ࢧᵓ成ࡓࡋ Bot࡜, R言語ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ実行ࡀ可能࡞ Bot࡜, PukiWiki を組ྜࡳわࡓࡏ IoTࢩ

 試作ࡢ࣒ࢸࢫ

○藤⏣ 健吾, ᖹ⏣ 篤, 山之ୖ ༟ (福山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-36 SCTP࠾࡟けࡢࢫࣃࣈ࢕ࢸ࢖ࢿࢱࣝ࢜ࡿ活用 

○ග家 弘城, 趙 悦, 劉 鑫壮 (広島ᕤ業大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

303㸬ࣝࢱࢪ࢕ࢹ信ྕ処理 

A3-37 ࢜࢕ࢹ࣮࢜環境ୗ࠾࡟けࡿ僅࡞࠿聴感༳象差ࡢᐈ観的評価手法ࡢ検討 

○ୖ山 健ኴ, 石ග 俊௓ (広島市立大学), 東 良ḟ, 湯本 誠ྖ, ἟能 隆 (࣓࣮ࣔࣜࢡࢵࢸ) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-37 漸ḟ性特ᚩをᑟ入ࡓࡋ変形 DFTࡿࡼ࡟ ASA࡟基࡙く音声分㞳 

○市ᕝ 元大, 中西 ຌ (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 



 

304㸬P2P 

B3-38 ࣘࢭࢫࢱ࢟ࣅンࢧ環境࠾࡟けࡿ参ຍ型ࢭンࢩンࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢࢢ蓄積ඛ決定手法 

○桑原 克美, 神崎 映ග (島根大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

305㸬通信そࡢ௚ 

A3-38 ග学ࢭンࡢ࡚ࡋ࡜ࢻ࢖࢞ࢺ࢖ࣛࡢ࣮ࢧWLSࡢ改善 

○須藤 颯ኴ, 大㔝 宏樹, ⏣中 බ一, 藤原 ┿, ඵ方 直久, 高橋 賢 (広島市立大学) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

401㸬࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ 

A3-39 予算ไ約໬࠾࡟け࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࡿ信頼ᗘࡢ推定 

○堀⏣ 健ኴ, 井ୖ ┿二, 山⏣ 茂 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A3-41 OSS࡟ࢱ࣮ࢹࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ基࡙く統計的ࢫࢭࣟࣉ管理法࡜そࡢ応用࡟関ࡿࡍ研究  

○山ཱྀ ┿和, 山⏣ 茂 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A3-42 ࢖ン࡜࣮࢔ࢶࢫ࣮࣋ࢺࢫࣞࢱそࣛࣉࡢンࢽンࡘ࡟࣮ࣝࢶࢢい࡚ 

○寺⏣ 拓磨, Korkaew Atthapon, 山ཱྀ ┿ᝅ (山ཱྀ大学), Rungsawang Arnon (Kasetsart University) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-39 Java࣑ࣛࢢࣟࣉンࢢ学習支援࣒ࢸࢫࢩ JPLASࡢ空欄補充問㢟ࢱࢡࣛࣕ࢟ࡢ付ࡁ解答࢖ンࡢࢫ࣮࢙ࣇ࣮ࢱ提案 

○唐 楽薇, ⯞曵 信生, 石原 信也, 栗林 稔 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-40 ࣑࣮ࣛࣜࢺࢫࣈ࢖ンࢢを用い࣏࣮ࢡࡓンࡢ࣒ࢸࢫࢩ開発 

○花ᡣ 祐貴, 齊藤 充行, 脇⏣ ⯟ (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-41 㞳散᫬間ワࣝࣈ࢖型࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ信頼性評価ࣔࣝࢹ 

○細ᕝ 裕貴, 井ୖ ┿二, 山⏣ 茂 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 



B3-42 ࡢࢱ࣮ࢹࢻ࢘ࣛࢡ運用環境を考慮࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࡓࡋ信頼性評価法 

○竹ෆ 智哉, 山⏣ 茂 (鳥ྲྀ大学), ⏣ᮧ 慶信 (山ཱྀ大学)  

発表᪥：両᪥ 

 

402㸬ࣕࢳࢡࢸ࣮࢟࢔ 

A3-43 Flash࣓ࣔࣜୖࡢ Key-Value Storeࢱ࣮ࢹࡢᵓ造ࡢࡵࡓࡢ IoT向けప消費電力ࡢࣕࢳࢡࢸ࣮࢟࢔ࣟࢡ࢖࣐検討 

○馬場 裕之, Ụ崎 靖宏, 請園 智玲, బ藤 ᑑ倫 (福岡大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A3-44 8ࡢࡘ機械命令を備えࡿᑠ型ࢧࢵࢭࣟࣉࣟࢡ࢖࣐ Pilafࡢࡵࡓࡢ擬似命令を備えࢭ࢔ࡿンࣛࣈ環境 

○寺本 圭吾, 弘中 哲ኵ (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A3-45 通信機能࡟着目ࡓࡋ部分故障ࣔࡢࣝࢹ提案࡜耐故障࣮ࣝ࢕ࢸンࢢ法へࡢ応用 

○城島 ྜྷ貴, 福士 ᑗ (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-44 中心半径型༊間演算用ࡢࣕࢳࢡࢸ࣮࢟࢔࡜࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔ࡢࡵࡓࡢ࢔࢙࢘ࢻ࣮ࣁ検討 

○曽根 ᑘ, ᕝ端 英之, 弘中 哲ኵ, 児島 ᙲ (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-45 拡張 2ḟ元࣓ࣗࢩࢵ NoCࡢ設計࡜評価 

○黒ᕝ 陽ኴ, 福士 ᑗ (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 

403㸬画像処理 

A3-46 実写࢖ࡢ࡜ࢱࣂ࢔ンࣙࢩࢡࣛࢱン࡟向けࡓ視線解析࡟基࡙く情報提示方法ࡢ検討 

○井ୖ 路子, ྜྷᮧ 宏紀, 西ᮧ 正志, 岩井 儀㞝 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A3-47 舗装路面ࡧࡦࡢ割ࢀ評価ࡢࡵࡓࡢ領域分割ࡢ一手法 

○神谷 遥輝, 藤⏣ ᝆ௓, 嶋⏣ 幸二, 浜本 義彦 (山ཱྀ大学), 市原 学 (ࢥࢫ࢚࢘) 

発表᪥：両᪥ 

 



B3-46 投ᙳ型複ྜ現実感技術を用いࡓ実ᖹ面࡟ᑐࡿࡍ注視誘ᑟ 

○山本 克海, 滝本 裕則, 金ᕝ 明弘 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-47 ࢽ࣮ࣛࣉ࣮࢕ࢹンࢥࡿࡼ࡟ࢢンࢺ࣮ࣜࢡ表面ࡧࡦࡢ割ࢀ検出ࡢࡵࡓࡢ一検討 

○ᑠ倉 啓, 藤⏣ ᝆ௓, 浜本 義彦 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-48 ᑐ話型ࢮࣞࣉンࣙࢩ࣮ࢸン࠾࡟けࡿ傍観者ࡢ状態推定ࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡢᵓ築 

○中島 祥ኴ, Ụ良 樹哉, ྜྷᮧ 宏紀, 西山 正志, 岩井 義㞝 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

405㸬࣮ࢱࣃン認識 

A3-48  ᑠ児急性脳症࠾࡟ูุࡢけࡿ特長抽出༊間ࡢ短縮ࡿࡼ࡟性能評価 

○近藤 貴大, 西山 正志, 岩井 儀㞝 (鳥ྲྀ大学), 大栗 聖⏤, 前垣 義弘 (鳥ྲྀ大学་学部脳神経ᑠ児科) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-49 機械学習を用いࡓ設備ࡢ異常ᗘ分類手法ࡢ検討 

○森山 健, 前⏣ 俊二, 荒木 智行 (広島ᕤ業大学), 鈴木 忠志, 㔝⏣ 統἞郎, 知久馬 成美 (᪥立ࣃワ࣮࣮ࣗࣜࢯ

 (ࢬンࣙࢩ

発表᪥：両᪥ 

 

406㸬論理回路 

A3-49 順序回路をᵓ成ࢫ࣮࣋ࢱࢡࣞࢭࡢࡵࡓࡿࡍ論理回路ࢡࢵࣟࣈ SLB ࡢ検討 

○山本 啓輔, 谷ᕝ 一哉, 弘中 哲ኵ (広島市立大学), 石黒 隆 (ኴ陽誘電株式会社) 

発表᪥：両᪥ 

407㸬論理設計 

A3-50 細粒ᗘ再ᵓ成可能ࢫ࢖ࣂࢹ MPLDࡢ SOMࢫ࣮࣋配置手法へࢺࢫࣜࡢ型ࢱ࣮ࢹᵓ造ᑟ入ࡿࡼ࡟高㏿໬ࡢ検討 

○⏣中 智大, 谷ᕝ 一哉, 弘中 哲ኵ (広島市立大学), 石黒 隆 (ኴ陽誘電株式会社) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-50 細粒ᗘ再ᵓ成可能ࢫ࢖ࣂࢹ MPLDࡢ論理ࣝࢭ配置問㢟をᑐ象ࡓࡋ࡜ SA法࠾࡟けࢺࢫࢥࡿ関数改善ࡢ検討 

○荒瀬 郁実, ⏣中 智大, 谷ᕝ 一哉, 弘中 哲ኵ, 窪⏣ 昌史 (広島市立大学), 石黒 隆 (ኴ陽誘電株式会社) 

発表᪥：両᪥ 

 



408㸬࣓࢔࢕ࢹ情報 

A4-51 基本周波数変形を考慮ࣝࢺࢡ࣌ࢫࡓࡋ変換手法ࡢ検討 

○床 建吾, 阿部 匡伸, 原 直 (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A4-52 VR技術を用いࡓ仮想࣒ࢪ提示ࡿࡼ࡟筋力ࢽ࣮ࣞࢺンࡢࢢ支援 

○⏣中 祐貴, ᖹᕝ 正人 (島根大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A4-53 う࡟ࡁࡎ࡞相ᵔࡢ音声応答を伴う音声駆動型身体的引ࡁ込ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢱࢡࣛࣕ࢟ࡳ開発 

○ᯇ島 正典, 廣中 達也, 石井 裕, 渡辺 富ኵ (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-51 複数ࡢ瞳孔཯応࢖ンࢫ࣮࢙ࣇࢱを用いࢮࣞࣉࡓンࣙࢩ࣮ࢸン支援ࡢ࣒ࢸࢫࢩ開発 

○Ụᕝ 翔一, 瀬島 ྜྷ裕, 岡本 大地, బ藤 洋一郎, 渡辺 富ኵ (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-52 様々࡞雑音抑圧手法࠾࡟けࡿ倍音復元ࡿࡼ࡟音声ࡢ品質評価࡟関ࡿࡍ研究 

○宇根 昌和, 宮崎 亮一 (ᚨ山ᕤ業高等専門学校) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-53 砂丘࠾࡟けࡿ自己఩置推定ࡢࡵࡓࡢ稜線情報ࡢ検討 

○ᕝཱྀ ୕郎 (鳥ྲྀ大学), ྜྷᮧ 宏紀, 西山 正志, 岩井 儀㞝 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

409㸬並列処理 

A4-54 OpenCL記述を用いࡓ FPGAࡧࡼ࠾ GPUࡢ並列࣑ࣛࢢࣟࣉン࠾࡟ࢢけࡿ演算性能ࡢ評価࡜分析 

○奥⏣ 涼, 窪⏣ 昌史, 谷ᕝ 一哉, 弘中 哲ኵ (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-54 Sparkを利用ࡓࡋ機械学習ࡢ GPUࡿࡼ࡟高㏿໬手法ࡢ提案 

○⏣㑔 亮௓, 渡㑔 誠也, ྡྂ屋 ᙲ (岡山大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 



410㸬情報そࡢ௚ 

A4-55 ࢔࢙࢘ࢺࣇࢯ信頼性評価࡜最適࣮ࣜࣜࢫ᫬刻推定ࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔ࣝ࢖ࣂࣔࡢࡵࡓࡢン開発 

○芦⏣ 哲, ⏣ᮧ 慶信 (山ཱྀ大学), 山⏣ 茂 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A4-56 気圧ࢭン࡜ࢧ DRM標高ࡿࡼ࡟ࢱ࣮ࢹ気圧変動を考慮ࡓࡋ標高推定手法ࡢ開発 

○齊藤 智一, ᶓ⏣ 孝義 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A4-57 聴覚障ࡀい者ࡢࡵࡓࡢ振動࿊示を用いࡓ声㔞ࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇ装置ࡢ開発 

○ᐊ瀬 一┾, 石ග 俊௓, 中山 仁史 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A4-58 災害᫬࠾࡟けࡿఫ民避㞴支援ࡢ࣒ࢸࢫࢩ開発 

○藤岡 篤史, ྜྷ岡 優一, 瀧本 浩一 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A4-59 ࣑ࣛࢢࣟࣉンࢢをⱞ手ࡿࡍ࡜学習者ࡢࡵࡓࡢ学習支援ࡢ࣒ࢸࢫࢩ検討 

○石井 元規, ᯇ本 慎ᖹ (広島ᕤ業大学), 林 㞝௓, ᖹ嶋 宗 (広島大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-56 遺伝的ࢧࢫࣈࢠ࡜࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔ンࣜࣉンࣀ࣑࢔ ࡿࡼ࡟ࢢ酸ࣔࡢࣇ࣮ࢳ高精ᗘ抽出法 

○Thi Hong Anh Nguyen, ໭ୖ 始, 森 康┿, 高橋 誉文 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-57 自動車࢚ンࢪン音ࠕࡢワࢡワࢡ感ࠖ向ୖ࡟関ࡿࡍ基礎検討 

○山本 彩斗, 伊達 భ希, 石ග 俊௓ (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-58 間Ḟ的࡟ࢱ࣮ࢹࣈ࣮ࣟࣉ࡞ᑐ応ࡓࡋ高精ᗘࢳࢵ࣐ࣉࢵ࣐ンࢢ手法ࡢ提案 

○濱岡 達哉, ᶓ⏣ 孝義 (鳥ྲྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 

 



B4-59 ࢺ࣮࢖ࢶを用いࡢ࣒࣮ࢤࡓ推薦手法࡟関ࡿࡍ検討 

○Ling Yuan Li, ⏣ᮧ 慶一, ໭ୖ 始 (広島市立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-60 主動筋࣭拮ᢠ筋ᵓ造を᭷ࡿࡍ単関節ࡢ運動 

○葛間 大樹, 大山 剛史, 迫 明仁 (岡山県立大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

501㸬基礎物理 

A4-61 水素負࢜࢖ン࡜電子ࡢ偏向磁場ࡿࡼ࡟分㞳計測 

○ຍ美ᕝ 俊満, 巽 優祐, Ụᕝ 正樹, 姉ᕝ 伸季, 竹⏣ 敬, 高森 暁, 大原 渡 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

A4-62 水素࢜࢖ン性࣐ࢬࣛࣉ中࡛負࢜࢖ン崩壊࡞ࡋい密ᗘ変調法ࡢ調査 

○姉ᕝ 伸季, Ụᕝ 正樹, 巽 優祐, ຍ美ᕝ 俊満, 大原 渡 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-62 ࢺࢵࢣࣂ型水素࣐ࢬࣛࣉ源ࡽ࠿引出さࡓࢀ正࢜࢖ンࡢ質㔞࣭࣮ࢠࣝࢿ࢚分析 

○高森 暁, ຍ美ᕝ 俊満, ᶓ山 浩之, 大原 渡 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-63 ࣛ࢖ンࣉࢫ࢝磁場࡛閉ࡌ込ࡓࢀࡽࡵ水素࢜࢖ン性࣐ࢬࣛࣉ 

○Ụᕝ 正樹, 姉ᕝ 伸季, 巽 優祐, ຍ美ᕝ 俊満, 大原 渡 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

 

B4-64 ไ御ࢻࢵࣜࢢを通過ࡓࡋ水素負࢜࢖ンࡢ崩壊 

○巽 優祐, 姉ᕝ 伸季, Ụᕝ 正樹, ຍ美ᕝ 俊満, 大原 渡 (山ཱྀ大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

503㸬数学 

A4-63 Weakly reversible ࡛࡞い໬学཯応系を記述ࡿࡍ常微分方程式ࡢ正値解ࡢ཰束性࡟関ࡿࡍ考察 

○宇ᕝ ᑗ樹, ᑠᯇ 弘和, 中島 弘之 (近畿大学) 

発表᪥：両᪥ 

 



504㸬基礎そࡢ௚ 

A4-64 ࡿࡼ࡟ࢺࣇࣛࢡࣀࢡࢸ百人一首ࡢ情景表現 

○永島 聖, ᑠᕝ 陽子, 宮ෆ 肇 (ᯇỤᕤ業高等専門学校) 

発表᪥：両᪥ 

 

B4-65 ࣮࢙ࣜࢳ࣮࢔弓曳童子ࡢ開発 

○⏣中 大地, 宮ෆ 肇 (ᯇỤᕤ業高等専門学校), 栗山 繁 (豊橋技術科学大学) 

発表᪥：両᪥ 

 

◆International session 
A1-08  Constant DC-Capacitor Voltage-Control-Based Strategy of Smart Charger for Electric Vehicles in Single-Phase Three-Wire 

Distribution Feeders Under Multiple Domestic Consumers 

○Fuka Ikeda, Hiroaki Yamada, Toshihiko Tanaka (Yamaguchi University), Masayuki Okamoto (National Insutitute of 

Technology, Ube College) 

      発表᪥：両᪥ 

 

A1-09 Novel, Simple Harmonic Currents Compensation Strategy of Active Power Line Conditioner for Consumer 

Electronics on Three-Phase Four-Wire Distribution Feeders 

      ○Su Hlaing Wint, Yamada Hiroaki, Tanaka Toshihiko (Yamaguchi University),Okamoto Masayuki (National Institute of 

Technology, Ube College), Lee Seong Ryong (Kunsan National University) 

      発表᪥：両᪥ 

 

 

A2-28 Fano-Resonant Asymmetric Metamaterials for Surface-Enhanced Infrared Molecular Detection 

      ○Shuhei Haraa, Atsushi Ishikawaabc, Takuo Tanakabcd, Yasuhiko Hayashia, and Kenji Tsurutaa 

 (aOkayama University, bMetamaterials Laboratory, RIKEN cInovative Photon Manipulating Research Team, RIKEN, 

dDepartment of Chemical Science and Engineering, Tokyo Institute of Technology) 

発表᪥：両᪥ 

 

 

A3-40 A Blank Element Selection Algorithm Extension for Algorithm Code Reading by Fill-in-blank Problems in 

Java Programming Learning Assistant System 

      ○Khin Khin Zaw, Nobuo Funabiki (Okayama University) 

      発表᪥：両᪥ 



A4-60 COMPARISONS OF CONTEXT-DEPENDENT SUB-WORD TRANSFER FUNCTIONS FOR THE SPEECH SUPPORT 

SYSTEM 

      ○Cheng Yibing, Masashi Nakayama, Shunsuke Ishimitsu (Hiroshima City University) 

      発表᪥：両᪥ 

 

B1-06 Required-Rating of the Inrush Current Suppressor for Squirrel-Cage Induction Machines with Phase-Leading Capacitors 

using a Matrix Converter in a Wind Power Generation System 

      ○Sho Shibata, Hiroaki Yamada, Toshihiko Tanaka (Yamaguchi University), Masayuki Okamoto (National Institute of 

Technology, Ube College) 

      発表᪥：両᪥ 

 

B2-20 Influence of Lossy Materials for Resonator Coupling Type Wireless Power Transfer System with Spiral Guide 

      ○Nadia Nataya binti Muhammad Zakaria, Nor Arsyad Mohd Halim, Masashi Hotta, Mitsuo Hano (Yamaguchi University) 

発表᪥：両᪥ 

 

B3-43 A Workbook Design Extension for Fill-in-Blank Problems in Java Programming Learning Assistant System 

      ○Minako Dake, Khin Khin Zaw, Nobuo Funabiki (Okayama University), Wen-Chung Kao (National Taiwan Normal 

University) 

      発表᪥：両᪥ 

 

 

B4-55 Development of a Middleware for Parallel Volunteer Computing Systems 

      ○Junichiro Ikebe, Masaru Fukushi (Yamaguchi University) 

      発表᪥：両᪥ 

 

B4-61 On Behavioral Inheritance Analysis of Petri Nets based on Process Tree 

      ○Mohd Anuaruddin Bin Ahmadon, Shingo Yamaguchi (Yamaguchi University) 

      発表᪥：両᪥ 

 

 

◆高校生ࢭッション 

601㸬高校生ࣙࢩࢵࢭン 

A4-h1 ࡢ࣮ࣝࢦࣝ࢜筐体を変え࡚美ࡋい音࠿ࡿࡏࡔࡣ 

○草㔝 花, ྜྷ井 優葉 (安⏣女子高等学校) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 



 

A4-h2 ࢕ࣇンࡢࣃࢵࣜࢢᵓ造を効率ࡼく使う࡝ࡣ࡟うࡽࡓࡋ良い࠿ 

○ຍ藤 万葉, 河㔝 和葉 (安⏣女子高等学校) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

A2-h3 ༴険物探知ࢭン࣮ࢧを作ࡿ 

○二井矢 未夢 (安⏣女子高等学校) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

B4-h4 地震被害ࡿࡼ࡟ 3Dࡢࣉࢵ࣐ࢻ࣮ࢨࣁ作成 

○林 沙也ຍ, 向井 ࡾ࠿ࡦ, 森岡 ┿⏤ (安⏣女子高等学校) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 

 

B4-h5 ࣛ࢜࢖ンࡣࡳࡀ࡚ࡓࡢ最強࠿？～毛ࡢ強ᗘࡽ࠿観察ࡿࡍ～ 

○井ୖ 郁香, 中丸 純穂, 原⏣ 茉ዉ (安⏣女子高等学校) 

発表᪥：19᪥ࡳࡢ 


